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これからお話しすること 

Ⅰ 『まるごと』について 

   開発経緯・理念・特徴 

 

Ⅱ 『まるごと』初中級について 

   制作目的・学習目標と内容・ 

   全体構成と教え方のポイント・ 

   初中級を利用したコース 



Ⅰ 『まるごと』について 

• 開発経緯 

• 理念 

• 特徴 



開発経緯 

• JFスタンダードが日本語教育の実践でどう使え
るのか、適用例として具体的に示す（準拠教材） 

  2010年 4月  試用版開発開始 

  2013年10月 入門A1   「かつどう」「りかい」 出版  

  2014年  6月   初級１A2「かつどう」「りかい」 出版 

  2014年10月   初級２A2「かつどう」「りかい」 出版 

  2015年  6月   初中級 A1/A2 出版 



相互理解 

国際交流 

『まるごと』の理念 
  日本語と文化を通した人々の相互理解 

文化 ことば 

ひ と 

大人が互いの存在をみとめ、学び合い、 
皆で楽しむクラス （コミュニティ） 
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●ことばと文化をまるごといっしょに 

●リアルなコミュニケーションをまるごと 

●日本のありのままの生活や文化をまるごと 

●ことばと文化を通して「ひと」が見える 
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●海外の成人学習者 （日本にいなくても） 
   生涯学習、様々な学習動機への配慮  
   大人が共感できる内容 
●日本語で何ができるか（課題遂行）を重視 
   自然な日本語と使用場面 
   音声重視の教授法 
●ことばと文化の両方を学ぶ 
●コースブックとして設計 
   学習内容を教えるとおりに配置 
●ＪＦ日本語教育スタンダード準拠    

『まるごと』の特徴 
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   ＪＦ日本語教育スタンダード 
    ：日本語の教授、学習、評価のための参照ツール 

① レベル設定 A1-C2 ６段階の熟達度 

② 学習目標の立て方  課題遂行（Can-do） 

   原点はコミュニケーション 

   目標にする行動→必要な言語形式  

③ トピック 

④異文化理解  

⑤ポートフォリオ（学習の自己管理） 

『まるごと』教材設計の枠組み 



レベル設定 
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入門  
A1 

初級1 
 A2 

初級2 
A2 

初中級 
A2/B1 

中級1/2  
B1 

CEFR ＜Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment＞ 

ヨーロッパの基準（CEFR）と同じ 

   →ほかの外国語と共通の基準 

 

 

 



  『まるごと』のトピック 

 

 

 

１ 自分と家族 
  ●●●● 

２ 住まいと環境 
  ●● 

３ 自由時間と娯楽 
  ●●●● 

４ 生活と人生  
  ●●● 

５ 仕事と職業 
  ●●● 

６ 旅行と交通 
  ●●●● 

７ 健康 
  ● 

８ 買い物 
  ●● 

９ 食生活 
  ●●●● 

10 自然と環境 
  ●● 

11 人とのつきあい 
  (●)●(●) ● 

12 学校と教育 
  (●) (●) ● 

13 言語と文化 
  ●●●(●)  

14 社会 15 科学技術 

●入門 Ａ１  ●初級１ Ａ２  ●初級２ Ａ２   ●初中級 Ａ２/Ｂ１  →食生活 



入門Ａ１ ＜トピック３ たべもの＞ 

Can-do10 ほかの人に飲み物をすすめます 

  

A：コーヒー、のみますか。 
B：はい、おねがいします。   
A：はい、どうぞ。 
B：すみません。 
 
A：コーヒー、のみますか。 
B：いいえ、けっこうです。 
              ＜かつどう＞ 入門 A1 T3 -L5 239 
  

 

A ：きょうは どこで たべますか。 
B：あのみせで たべましょう。 
A ：ラーメンですか。 
B： はい。あのみせは おいしいですよ。 
A ：じゃあ、 そうしましょう。 
            かつどう＞ 入門 A1 T3 -L6 242 
   

Can-do13 昼ご飯をどこでいっしょに食べるか友だちと話します 



初級１A2 ＜トピック６ そとで食べる＞ 

Can-do27  ピクニックに持っていくものについて話します 

 

 

 

 

 

    

 
C：来週のピクニック、食べ物はどうしますか。 
A：わたしはサンドイッチ、もっていきます。  
C：Aさんはサンドイッチですね。おねがいします。 
B：じゃあ、わたしはサラダ、もっていきます。 
C：Bさんはサラダですね。おねがいします。 
 
               ＜かつどう＞ 初級１ A2  T6 -L11 205  

 1 A：どうぞ、食べてみてください。 
    B：じゃあ、ひとついただきます。 
 
 2 A：やぎさん、よかったらサラダ、どうぞ。 
    B：はい、いただきます。  
 3 A：もうすこしどうですか。 
    B:ありがとうございます。でも、もうおなかがいっぱいです。 
    ／もうけっこうです。 
  A：そうですか。 
 
 4  A：もうすこしどうですか。 
     B：じゃあ、もうすこしいただきます。 
 

                     ＜かつどう＞ 初級１ A2  T6 –L12 209 

Can-do32  友だちに食べ物をすすめます／すすめにこたえます 

067.mp3


初級2 A2 ＜トピック２ 店で食べる＞ 

Can-do7  案内したレストランでおすすめの料理について話します 

Can-do8  食べられないものと理由を簡単に言います 

 

 

 

 

 

 

  
A： この店のおすすめはなんですか。 
B： この店でいちばんおいしいのはよせなべです。 
A： なにがはいってますか。 
B： とりにくや野菜がいろいろはいってます。あたたかくて、おいしいですよ。 

A： おいしそうですね。じゃあ、それにします。      191 

 
                  A: あのう、私、ベジタリアンなので、肉や魚は食べないんです。 
                     野菜の料理はありますか。 
                  B: 野菜なら、てんぷらがいいですよ。おすすめです。 

                  A:  じゃあ、それにします。    192 

 
                                             ＜かつどう＞ 初級2 A2  T3 –L3 

067.mp3
067.mp3


初中級A2/B1 ＜トピック３ ほっとする食べ物＞ 

 Can-do12  外国の食べ物についてどう思うか話す 
 

  A: 日本の食べ物はいかがですか。 

  B: ええ、よく食べてますよ。 

  A: そうですか。何が好きですか。 

  B: そうですね、うどんとか、おすしとか、よく食べます。 

  A: うどんは味がうすくないですか。 

  B: だいじょうぶです。はじめはそう思いましたが、今はおいしいです。 

  A: それはよかったです。 

                                                                 初中級T3  197 

 



初中級A2/B1 ＜トピック３ ほっとする食べ物＞ 

 
Can-do13  自分の食生活について話す 
 

（会話の例） 

A: 毎日の食事、どうしてますか。 

B: 昼食は、ほとんど毎日、外食です。 

A: 外食？ 

B: 会社の近くのレストランによく行きます。タイ料理が多いです。 

A: ふーん。 

B: でも、夕食は、うちで作って食べますよ。 

     やっぱり1日に１回は、白いご飯とみそしるが食べたくなりますから。 

A: そうですか。買い物は？ 

B: 和食の材料は、町のデパートに買いに行きます。野菜は近所の店で買ってます。 

    健康のために、できるだけ野菜を食べるようにしてるんですよ。 

A:へえ、そうですか。    
                                                                                           初中級T3    198                    →もどる9 

 

 



Ⅱ 『まるごと』初中級A2/B1について 

• 制作目的 

• 学習目標と内容 

• 全体構成と教え方のポイント 

• 初中級を利用したコース 

 



初中級の制作目的 

①入門(A1)、初級１・２ (A2)の 
  復習と応用 
 
②中級(B1～ 自律的段階)への 
  準備 
 
●「かつどう」と「りかい」を統合 



学習目標と内容 

• A2、B1レベルのコミュニケーション行動ができ
るようになる 

• そのときに必要な言語形式のルールや使い
方を理解する 

• トピックに関連した日本の文化について知る 

 

 ● 読む（文章読解）Can-doも学習目標に    

●内容一覧 → 



CEFR共通参照レベル：全体的な尺度 
B1  

• 仕事、学校、娯楽で普段出合うような身近な話題について、標準的な話
し方であれば主要点を理解できる。 

• その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな、たいて
いの事態に対処することができる。 

• 身近で個人的にも関心のある話題について、単純な方法で結びつけら
れた、脈絡のあるテクストを作ることができる。経験、出来事、夢、希望、
野心を説明し、意見や計画の理由、説明を短く述べることができる。 

  

A2 
• ごく基本的な個人的情報や家族情報、買い物、近所、仕事など、直接的
関係がある領域に関する、よく使われる文や表現が理解できる。 

• 簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄についての情報交換に応
ずることができる。 

• 自分の背景や身の回りの状況や、直接的な必要性のある領域の事柄を
簡単な言葉で説明できる。                                     

 



教室活動に取り入れた 
Ｂ１レベルの特徴 

• 感情を表現したり、相手の感情に反応したり
する 

• トラブルや予想外の出来事に対処する 

• 語用能力（特にディスコース能力）を意識して
伸ばす 

• 社会言語能力（自分と相手との関係性に適し
た言葉使いなど）を意識して伸ばす 



初中級のトピック 

１ スポーツの試合 
２ 家をさがす 
３ ほっとする食べ物 
４ 訪問 
５ ことばを学ぶ楽しみ 
６ 結婚 
７ なやみ相談 
８ 旅行中のトラブル 
９ 仕事をさがす 



よんでわかる 
①Ｂ１、Ａ２ 

②Ｂ１ 

全体構成と教え方のポイント 

じゅんび きいてはなす 
①Ａ２、Ｂ１ 

②Ｂ１、Ａ２ 

「かつどう」 
・言語活動 
・会話音声 
・帰納的学習 

「りかい」 
・言語能力 
・文字テキスト 
・演繹的学習 

「かつどう」「りかい」 
・トピック場面導入 
・語い、文字 

●「トピックの流れ」 

授業時間：コース全体で60～80時間目安 

１トピック６～８時間（全９トピック） 



トピック３ ほっとする食べ物 

全体構成と教え方のポイント 



トピック、語彙、
文字の導入 

じゅんび 

041 



会話インプット（聞く） 

会話の流れ、日本語の形
式や使い方のルールに気
づく 

発見 

既習文法・文型の復習、
強化、応用 

言語形式や使い方の
ルールを確認 

話す 

ペアで会話練習 

ことばと文化 

ことばの使い方の文化
的な特徴について 

きいてはなす① 

042 
043 
044 
045 

042ｎ 
043ｎ 
044ｎ 
045ｎ 

トピック12 
197 

Can-do音声 
性別／人物ちがい 



会話の流れを確認する 
 会話内容に広がり＋長さ 
→どんな表現を使えば会話
に参加できるか 

発見 

既習文法・文型の復習、
強化、応用 

きいてはなす② A2からB1へ 

メモを書いて準備する 

 会話内容について、自分のこと
をメモする（言語化）。左ペー
ジのような会話ができるように
なるための準備。 

ペアかグループの友だちに話す  

会話の中心になって、少し長く、
くわしく自分のことを話す。聞
く方も、会話を進めるためにあ
いづちを入れたり、短い質問を
入れたりして自分の反応を表す。 

046 
046ｎ 

047 

Can-do13 
198 Can-do音声 

性別／人物ちが
い 

PreI198.mp3


日本語学習の特徴-1  

きいてはなす 

●自然な会話のインプット 演技・背景音  T7：140 ・ 141, T8: 156, T1: 010 

●学習プロセス 聞く→気づく→話す 

●交流会話が自由にできるようになるための 

 ステップ 

 

 
音声教材の使い方がポイントです！ 

→実践報告１ 



短いテキストの読解 
 

テキスト理解 
文法・文型の提示  

文法・文型の導入説明→練習 
 
トピックに関連付けて文脈化 
音声利用  

よんでわかる① 

048 

049 

050 
051 
052 
053 

054 



よんでわかる② 

 
読解→話す 

できるだけ早く読んで理解する
（１分を目安に） 
読んで話し合う 
  
 

055 
056 
057 

058 

059 
059ｎ 



日本語学習の特徴-2  

よんでわかる 

●事実と心情（気持ち）を読み取る 

  BGMやイラストもヒントにする  →Ｔ2kuno 

●文法文型学習 

  トピックと文脈付けのある練習 

 



異文化理解学習 

 

• 視覚（写真など）によるインプットに加えて 

  言語によるインプットも 

 

• トピック内容： 人々の内面に少し踏み込む 

    →その考え方や価値観について学習者自身はどう思うか 

 

 



●日本語の使い方の文化的な特徴について知る 

●正解探しに終わらず、自己の行動や考えをふりかえり、 

  他者の異なる価値観を受け入れる素地をつくる 

 

ことばと文化 



初中級 こんなこともできる！ 
初級の総復習のための活動アイディア 

会話のメモを利用して 
●作文を書く （共有・公開 クラス／学校／一般） 

●スピーチをする （共有・公開 クラス／学校／一般） 

 
Ｃａｎ-ｄｏ会話を利用して 
●スキットをつくって発表する →実践報告２ 
 
学んだことを教室外で活かすプロジェクト 
●滞在している日本人との交流 
      町案内(外出） 
      交流会 
 



初中級を利用する 
 こんな学習者やコースのために 

 
どんな学習者に 
• 『まるごと』初級２まで6冊終了した人 
• ほかの教科書で初級を終了した人 
• 身近な話題でもっと話す練習をしたい人 
• 身近な話題であまり長くない文章を読んでみたい人 
 
どんなコースで 
• 大学や日本語学校のフルタイムのコースの主教材として 
• 中級クラスの準備 （学習者の日本語力のばらつきをならす） 
• 短期集中コース（初級終了者）の主教材として 
• Ａ２程度のやりとりができる学習者対象の日本語教室で 

• Ａ２程度のやりとりができるビジネスマンの個人授業／少人数クラ
スで 

 
現在のコースの授業の補助教材として 
 
 



トピックや教室活動を選んで使う 
 
●学習者が経験する年間活動等のタイミングに合わせて 
 トピック１ スポーツ： スポーツ観戦、学校対抗試合、運動会の前に 
 トピック８ 旅行中のトラブル： 旅行の前に 
 トピック９ 仕事をさがす： 就職活動の準備に 
 
●ディスカッションの話題提示として 
 トピック２ 家をさがす： ライフスタイルについて 
 トピック６ 結婚：冠婚葬祭の文化、個人的な経験 
 トピック７ なやみ相談：人々がどんなことで悩んでいるか 
 
 トピック３ ほっとする食べ物： 海外での食生活の楽しみや苦労など 
 トピック４ 訪問： 海外生活の思い出などについて 
 トピック５ ことばを学ぶ楽しみ： 外国語学習について 
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『まるごと』ポータルページ  http://marugoto.org 

 ・音声ファイル 
 ・会話の準備のメモ 
 ・Can-doチェックリスト 
 ・語彙・表現インデックス 
 ・漢字のことばリスト  

 ・教え方のポイント 
 ・語彙＆表現インデックス 
   （excel版） 
   ・各課語彙リスト 
     （excel版） 

・内容一覧 
http://jfstandard.jp/language/ja/render.do 
  （JFスタンダードサイト内 『まるごと』） 

http://marugoto.org/
http://jfstandard.jp/language/ja/render.do
http://jfstandard.jp/language/ja/render.do
http://jfstandard.jp/language/ja/render.do


『まるごと』初中級A2/B1 

休憩後 実践報告です 


